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＜病棟連絡事項＞
・皮膚科処置に関して、処置患者が増えており準夜帯からの処置で時間が間に合わなくなっているため、日中からでも時間を見てサポートできるように対応していきましょう。庭野清隆様の足趾処置はシャワー室で保清後に自身で軟膏塗布後にスタッフで
ガーゼ保護としています。
・7/21（火）　リハプロ合同行事にて『夏祭り』を開催いたします。

日時：2026/7/21（火）　14：00～15：30

場所：体育館
・にちようサロンは7/12『スーパーボール＆割れないシャボン玉づくり』を予定。

＜ベッドコントロール＞
・飯岡　未来様～入院形態切り替え北候補主治医・家族許可。次回診察時切り替え予定。
・岩間　史隆様～来週診察時に入院形態切り替え、北病棟転出予定。
・坂下　美奈様～7/13自宅退院予定。
・北病棟転出候補～①飯岡未来様　②赤石陽介様　③岩間史隆様
＜患者様連絡事項＞
・四戸　多美子様～本人希望にてPL継続処方。
・太田　末廣様～夜間咳嗽強くなること、痰つまり訴えある事情報提供。臨時薬カルボシステイン、トランサミン継続処方。7/9～ツムラ竹筎温胆湯エキス顆粒 3 包3×毎食前開始。主治医より漢方がかなり苦み強い為、内服難しいようであれば夕食前のみの内服でも良いと口頭指示あり。

　　　　　　　　（食前でも食後でも可）
・一戸　康明様～PSWより次回整形外科受診確認し、7/13で受診調整しています。主治医に報告お願いします。入院証明書依頼、外出申請済。

次回受診時レントゲン撮影実施予定、診察時次回以降の受診が必要であるか確認をお願いします。主治医へは情報共有済です。
・木村　光夫様～東病棟より入院時に持参した軟膏皮膚乾燥にはヘパリン類似物質クリーム、足の水虫にはテルビナフィンクリーム塗布していたと申し送りあり。
・庭野 清隆様～次回市民受診時に間食制限については確認するよう主治医より指示有。
北村皮膚科からの診療情報提供書は御家族様より受け取り済み。
　　　　　　　 主治医と土井Dr.へ渡して下さい。
　　　　　　　　金庫ロッカー（No.1）個人契約し、貴重品病棟預かりしています。
・川戸　稔隆様～GH+B型就労体験の為、外泊しています

・藪　真弓様～眼科受診希望あり主治医へ紹介状作成依頼済。作成後、外出調整予定。
　　　　　　　不眠時エスゾピクロン10回分処方。
・寺井　恵利子様～家族よりスマホ持たせたいと希望あったこと主治医に報告し使用許可有。
・坂下　美奈様～退院時薬、疼痛時18回分処方主治医に依頼中。
＜要注目患者様ケース検討＞
・泉　沙耶様～昨準強くテーブルや壁を叩く粗暴行為、自傷行為やスタッフへ水をかける、冷蔵庫を壊れそうになるほど何度も開閉する様子ありましたが本日は不穏さなく経過しています。
・畑山　幸子様～夕食時むせ込み強く見られています。食事形態変更本人拒否していますが、経過見て必要時再検討していきましょう。また叔父にあたる川端定吉様に嗜好品を渡す行為繰り返しています。お菓子自己管理→スタッフ管理どうか検討していきましょう。
・類家　健様～早朝空笑・ニヤツキありますが日中は症状なく経過しています。
・大塚　勇人様～早朝突発的に自身の大腿を叩き出すこと繰り返す行為見られています。日中は行動化ありませんが引き続き注意していきましょう。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・佐々木　理佳様～携帯電話使用ルール守れず、禁止となっていること行動振り返り困難で不穏となっている事、受け持ち変更していること適宜頓服使用している事、妊娠妄想ある事情報提供。診察では「調子悪い、唾液がですぎる。」と訴えあり。子どもに関する妄想言動も聞かれている。主治医よりルールを守ることは施設行くための訓練でもあるためきちんと守るよう説明を受けている。臨時薬ハロペリドール（1）3T→（0.75）3Tへ減量。

＜AL依存症治療プログラム取り組み状況確認＞
・坂下　美奈様～プログラム終了。7/13退院予定。
＜褥瘡リスク患者様評価＞

・佐藤　タキ子様、西村　はなよ様、赤石　陽介様～適宜離床促し、体位交換継続。　　　　　　　　　　　　　　
・佐々木　チヨ様～褥瘡書類作成を南病棟へメールにて作成依頼中。都度評価・離床

促し、体位交換実施していきましょう。

・大塚　勇人様～右下肢サポーター部で皮膚トラブルあり。処置継続中。
※その他、護送の患者様は適宜褥瘡発生等しないよう介入していきましょう。
